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(57)【要約】
【課題】搬送路を搬送される原稿の端を精度良く判別す
ること。
【解決手段】搬送路（２）上に予め設定され且つ通過す
る原稿（Ｇｉ）が読み取られる原稿読取位置（Ｐｒ）に
配置され光が透過可能な光透過部材（ＰＧ）と光透過部
材（ＰＧ）を挟み搬送路（２）の反対側に配置された光
源装置（１１）であって光透過部材（ＰＧ）を通過する
光を原稿読取位置（Ｐｒ）を通過する原稿（Ｇｉ）に向
けて照射する光源装置（１１）と原稿（Ｇｉ）からの反
射光に基づいて原稿（Ｇｉ）の画像を読み取る読み取り
部（７）と搬送路（２）を挟み光透過部材（ＰＧ）の反
対側に配置された反射部材（２８）であって光透過部材
（ＰＧ）を透過した光を受光素子（ＣＣＤ）に向けて反
射する反射部材（２８）と受光した光の強度に基づいて
原稿読取位置（Ｐｒ）を通過する原稿（Ｇｉ）の端を判
別することを特徴とする画像読取装置（Ｕ３）。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿が搬送される搬送路と、
　前記搬送路上に予め設定され且つ通過する原稿が読み取られる原稿読取位置に配置され
、光が透過可能な光透過部材と、
　前記光透過部材を挟み前記搬送路の反対側に配置された光源装置であって、前記光透過
部材を通過する光を前記原稿読取位置を通過する原稿に向けて照射する光源装置と、
　前記原稿読取位置を通過する原稿からの反射光を受光する受光素子を有し、前記受光素
子が受光した前記反射光に基づいて、原稿の画像を読み取る読み取り部と、
　前記搬送路を挟み前記光透過部材の反対側に配置された反射部材であって、前記光透過
部材を透過した前記光を前記受光素子に向けて反射する反射部材と、
　前記受光素子で受光した前記光の強度に基づいて、前記原稿読取位置を通過する原稿の
端を判別する原稿端判別手段と、
　を備えたことを特徴とする画像読取装置。
【請求項２】
　前記原稿読取位置よりも原稿搬送方向下流側に配置された前記光源装置、
　を備えたことを特徴とする請求項１に記載の画像読取装置。
【請求項３】
　原稿に記録された画像を読み取る請求項１または請求項２に記載の画像読取装置と、
　前記画像読取装置により読み取られた前記画像を媒体に記録する画像記録装置と、
　を備えたことを特徴とする画像形成装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像読取装置および画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の複写機やプリンタ等の画像形成装置において、光源から照射された照射光を、プ
ラテンガラス上の原稿で反射させ、反射された反射光を、撮像素子で撮像することにより
、前記原稿の画像を読み取る画像読取装置、いわゆる、スキャナについて、以下の特許文
献１～３に記載の技術が従来公知である。
　特許文献１としての特開平１０－１９１０２６号公報には、媒体の色（白色）と区別可
能な色（黒色）で着色された押圧部（１０３）により押圧された状態の原稿の画像を読み
取るスキャナ（１１１）を設けた複写機（１００）が記載されており、スキャナ（１１１
）が読み取った画像から、媒体の色である原稿領域の白色の画素と、押圧部（１０３）の
色である非原稿領域の黒色の画素との境界を検知して原稿領域（媒体の大きさ）を検出す
る技術が記載されている。
【０００３】
　特許文献２としての特開平０８－１６３３２７号公報には、原稿（２０）が搬送されな
がら読み取られる際に、原稿（２０）が通過する読取位置に、原稿（２０）を読み取るＣ
ＣＤ（６）が配置されると共に、ＣＣＤ（６）に対向して黒色に塗装された背景黒色板（
２１）が配置された画像読取装置が記載されており、読取位置の背景色の黒色と、原稿（
２０）の色としての白色との違いから、ＣＣＤ（６）が搬送された原稿（２０）の搬送方
向上下両端部を検出する技術が記載されている。
【０００４】
　特許文献３としての特許第２９２７１９９号明細書には、プラテン（１）の上面に載せ
られた原稿（Ａ）をプラテン（１）に密着させる白色の原稿圧接面（２ａ）に、照明部材
（３）から照射された照射光を重力方向下方に配置された画像読取部材（４）に向けて正
反射する反射面（５ｃ）を、Ａ４サイズの原稿（Ａ）で遮られず且つＢ４サイズの原稿（
Ａ）により遮られる位置と、Ｂ４サイズの原稿（Ａ）で遮られず且つＡ３サイズの原稿（
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Ａ）により遮られる位置とに形成して、前記各反射面（５ｃ）からの正反射光を前記画像
読取部材（４）が受光するか否かにより、原稿サイズを判別する技術が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平１０－１９１０２６号公報（「００２３」、「００３６」、「００
４５」～「００４９」、図４～図１１）
【特許文献２】特開平０８－１６３３２７号公報（「００２５」、「００２６」、図２、
図３）
【特許文献３】特許番号第２９２７１９９号明細書（「００２９」～「００３４」、図１
～図４、図８）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、搬送路を搬送される原稿の端を精度良く判別することを技術的課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記技術的課題を解決するために、請求項１に記載の発明の画像読取装置は、
　原稿が搬送される搬送路と、
　前記搬送路上に予め設定され且つ通過する原稿が読み取られる原稿読取位置に配置され
、光が透過可能な光透過部材と、
　前記光透過部材を挟み前記搬送路の反対側に配置された光源装置であって、前記光透過
部材を通過する光を前記原稿読取位置を通過する原稿に向けて照射する光源装置と、
　前記原稿読取位置を通過する原稿からの反射光を受光する受光素子を有し、前記受光素
子が受光した前記反射光に基づいて、原稿の画像を読み取る読み取り部と、
　前記搬送路を挟み前記光透過部材の反対側に配置された反射部材であって、前記光透過
部材を透過した前記光を前記受光素子に向けて反射する反射部材と、
　前記受光素子で受光した前記光の強度に基づいて、前記原稿読取位置を通過する原稿の
端を判別する原稿端判別手段と、
　を備えたことを特徴とする。
【０００８】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の画像読取装置において、
　前記原稿読取位置よりも原稿搬送方向下流側に配置された前記光源装置、
　を備えたことを特徴とする。
【０００９】
　前記技術的課題を解決するために、請求項３に記載の発明の画像形成装置は、
　原稿に記録された画像を読み取る請求項１または請求項２に記載の画像読取装置と、
　前記画像読取装置により読み取られた前記画像を媒体に記録する画像記録装置と、
　を備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　請求項１，３に記載の発明によれば、反射部材を有しない構成に比べて、搬送路を搬送
される原稿の端を精度良く判別することができる。
　請求項２に記載の発明によれば、原稿が原稿読取位置を通過する前に光源装置からの光
が遮られることを防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は本発明の実施例１の画像形成装置の斜視図である。
【図２】図２は本発明の実施例１の画像形成装置の全体説明図である。
【図３】図３は本発明の実施例１の自動原稿搬送装置が開放位置に移動した状態の説明図
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である。
【図４】図４は本発明の実施例１の照射系ユニットの要部説明図である。
【図５】図５は本発明の実施例１の画像形成装置の制御部が備えている各機能をブロック
図で示した図である。
【図６】図６は本発明の実施例１の画像形成装置での原稿サイズ検出処理のフローチャー
トである。
【図７】図７は画像読取装置の要部説明図であり、図７Ａは実施例１の原稿読取位置に対
して原稿搬送方向下流側に光源装置が配置された画像読取装置の要部説明図であり、図７
Ｂは原稿読取位置に対して原稿搬送方向上流側に光源装置が配置された画像読取装置の要
部説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　次に図面を参照しながら、本発明の実施の形態の具体例（以下、実施例と記載する）を
説明するが、本発明は以下の実施例に限定されるものではない。
　なお、以後の説明の理解を容易にするために、図面において、前後方向をＸ軸方向、左
右方向をＹ軸方向、上下方向をＺ軸方向とし、矢印Ｘ，－Ｘ，Ｙ，－Ｙ，Ｚ，－Ｚで示す
方向または示す側をそれぞれ、前方、後方、右方、左方、上方、下方、または、前側、後
側、右側、左側、上側、下側とする。
　また、図中、「○」の中に「・」が記載されたものは紙面の裏から表に向かう矢印を意
味し、「○」の中に「×」が記載されたものは紙面の表から裏に向かう矢印を意味するも
のとする。
　なお、以下の図面を使用した説明において、理解の容易のために説明に必要な部材以外
の図示は適宜省略されている。
【実施例１】
【００１３】
　図１は本発明の実施例１の画像形成装置の斜視図である。
　図１において、本発明の画像形成装置の実施例１としての複写機Ｕは、上端部に配置さ
れた自動原稿搬送装置Ｕ１と、自動原稿搬送装置Ｕ１を支持する画像形成装置本体Ｕ２と
、を有する。前記画像形成装置本体Ｕ２の上部には、媒体排出部の一例としての排紙トレ
イＴＲｈが設けられている。また、前記画像形成装置本体Ｕ２の下部には、媒体収容容器
の一例として、媒体の一例としてのシートＳを収容する複数の給紙トレイＴＲ１～ＴＲ４
が着脱可能に装着されている。前記画像形成装置本体Ｕ２の上部前面には、前面開閉部材
の一例としてのフロントカバーＵａが支持されている。
【００１４】
　図２は本発明の実施例１の画像形成装置の全体説明図である。
　図２において、前記自動原稿搬送装置Ｕ１は、複写しようとする複数の原稿Ｇｉが重ね
て収容される原稿給紙部ＴＧ１と、原稿給紙部ＴＧ１から給紙されて画像形成装置本体Ｕ
２上端の透明な光透過部材の一例としての原稿読取面ＰＧ上の原稿読取位置Ｐｒを通過し
て搬送される原稿Ｇｉが排出される原稿排紙部ＴＧ２とを有している。
　前記画像形成装置本体Ｕ２は、利用者が画像形成動作開始等の作動指令信号を入力操作
する操作部の一例としてのユーザインタフェースＵＩと、露光光学系Ａ等を有している。
【００１５】
　前記自動原稿搬送装置Ｕ１で原稿読取面ＰＧ上の原稿読取位置Ｐｒを搬送される原稿ま
たは手動で原稿読取面ＰＧ上に置かれた原稿からの反射光は、前記露光光学系Ａを介して
、受光素子の一例としての固体撮像素子ＣＣＤで赤Ｒ、緑Ｇ、青Ｂの電気信号に変換され
る。
　画像情報変換部ＩＰＳは、固体撮像素子ＣＣＤから入力される前記ＲＧＢの電気信号を
黒Ｋ、イエローＹ、マゼンタＭ、シアンＣの画像情報に変換して一時的に記憶し、前記画
像情報を所定の時期に潜像形成用の画像情報として潜像形成装置駆動回路ＤＬに出力する
。
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　なお、原稿画像が単色画像、いわゆる、モノクロの場合は、黒Ｋのみの画像情報が潜像
形成装置駆動回路ＤＬに入力される。
　前記潜像形成装置駆動回路ＤＬは、図示しない各色Ｙ，Ｍ，Ｃ，Ｋの各駆動回路を有し
、入力された画像情報に応じた信号を所定の時期に、各色毎に配置された潜像形成装置Ｌ
Ｈｙ，ＬＨｍ，ＬＨｃ，ＬＨｋに出力する。
【００１６】
　前記複写機Ｕの重力方向中央部に配置された可視像形成装置Ｕｙ，Ｕｍ，Ｕｃ，Ｕｋは
それぞれ、Ｙ，Ｍ，Ｃ、およびＫの各色の可視像を形成する装置である。
　潜像形成装置ＬＨｙ～ＬＨｋの各潜像書込光源から出射したＹ，Ｍ，Ｃ，Ｋの図示しな
い潜像書込光は、それぞれ、回転する像保持体ＰＲｙ，ＰＲｍ，ＰＲｃ，ＰＲｋに入射す
る。なお、実施例１では、前記潜像形成装置ＬＨｙ～ＬＨｋは、いわゆる、ＬＥＤアレイ
により構成されている。
　前記Ｙの可視像形成装置Ｕｙは、回転する像保持体ＰＲｙ、帯電器ＣＲｙ，潜像形成装
置ＬＨｙ、現像装置Ｇｙ、１次転写器Ｔ１ｙ、像保持体清掃器ＣＬｙを有している。なお
、実施例１では、前記像保持体ＰＲｙ、帯電器ＣＲｙ、像保持体清掃器ＣＬｙが、画像形
成装置本体Ｕ２に対して一体的に着脱可能な像保持体ユニットとして構成されている。
　前記可視像形成装置Ｕｍ，Ｕｃ，Ｕｋはいずれも前記Ｙの可視像形成装置Ｕｙと同様に
構成されている。
【００１７】
　図２において、前記各像保持体ＰＲｙ，ＰＲｍ，ＰＲｃ，ＰＲｋはそれぞれの帯電器Ｃ
Ｒｙ，ＣＲｍ，ＣＲｃ，ＣＲｋにより帯電された後、画像書込位置Ｑ１ｙ，Ｑ１ｍ，Ｑ１
ｃ，Ｑ１ｋにおいて、前記潜像書込光により、その表面に静電潜像が形成される。前記像
保持体ＰＲｙ，ＰＲｍ，ＰＲｃ，ＰＲｋ表面の静電潜像は、現像領域Ｑ２ｙ，Ｑ２ｍ，Ｑ
２ｃ，Ｑ２ｋにおいて、現像装置Ｇｙ，Ｇｍ，Ｇｃ，Ｇｋの現像剤保持体の一例としての
現像ロールＲ０ｙ，Ｒ０ｍ，Ｒ０ｃ，Ｒ０ｋに保持された現像剤により可視像の一例とし
てのトナー像に現像される。
　その現像されたトナー像は、中間転写体の一例としての中間転写ベルトＢに接触する１
次転写領域Ｑ３ｙ，Ｑ３ｍ，Ｑ３ｃ，Ｑ３ｋに搬送される。前記１次転写領域Ｑ３ｙ，Ｑ
３ｍ，Ｑ３ｃ，Ｑ３ｋにおいて中間転写ベルトＢの裏面側に配置された１次転写器Ｔ１ｙ
，Ｔ１ｍ，Ｔ１ｃ，Ｔ１ｋには、制御部Ｃにより制御される電源回路Ｅから所定の時期に
トナーの帯電極性と逆極性の１次転写電圧が印加される。
【００１８】
　前記各像保持体ＰＲｙ～ＰＲｋ上のトナー像は前記１次転写器Ｔ１ｙ，Ｔ１ｍ，Ｔ１ｃ
，Ｔ１ｋにより中間転写ベルトＢに１次転写される。１次転写後の像保持体ＰＲｙ，ＰＲ
ｍ，ＰＲｃ，ＰＲｋ表面の残留物、付着物は、像保持体清掃器ＣＬｙ，ＣＬｍ，ＣＬｃ，
ＣＬｋにより清掃される。清掃された前記像保持体ＰＲｙ，ＰＲｍ，ＰＲｃ，ＰＲｋ表面
は、帯電器ＣＲｙ，ＣＲｍ，ＣＲｃ，ＣＲｋにより再帯電される。
【００１９】
　前記像保持体ＰＲｙ～ＰＲｋの上方には、上下移動可能且つ前方に引き出し可能な中間
転写装置の一例としてのベルトモジュールＢＭが配置されている。前記ベルトモジュール
ＢＭは、前記中間転写ベルトＢと、中間転写体駆動部材の一例としてのベルト駆動ロール
Ｒｄ、中間転写体張架部材の一例としてのテンションロールＲｔ、蛇行防止部材の一例と
してのウォーキングロールＲｗ、従動部材の一例としてのアイドラロールＲｆおよび２次
転写領域対向部材の一例としてのバックアップロールＴ２aと、前記１次転写器Ｔ１ｙ，
Ｔ１ｍ，Ｔ１ｃ，Ｔ１ｋとを有している。そして、前記中間転写ベルトＢは、前記各ロー
ルＲｄ，Ｒｔ，Ｒｗ，Ｒｆ，Ｔ２aにより構成される中間転写体支持部材の一例としての
ベルト支持ロールＲｄ，Ｒｔ，Ｒｗ，Ｒｆ，Ｔ２aにより回転移動可能に支持されている
。
【００２０】
　前記バックアップロールＴ２aに接する中間転写ベルトＢの表面に対向して２次転写部
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材の一例としての２次転写ロールＴ２ｂが配置されており、前記各ロールＴ２a，Ｔ２ｂ
により２次転写器Ｔ２が構成されている。また、２次転写器Ｔ２ｂおよび中間転写ベルト
Ｂの対向する領域には２次転写領域Ｑ４が形成される。
　前記１次転写領域Ｑ３ｙ，Ｑ３ｍ，Ｑ３ｃ，Ｑ３ｋで１次転写器Ｔ１ｙ，Ｔ１ｍ，Ｔ１
ｃ，Ｔ１ｋにより中間転写ベルトＢ上に順次重ねて転写された単色または多色のトナー像
は、前記２次転写領域Ｑ４に搬送される。
　なお、実施例１では、１次転写器Ｔ１ｙ～Ｔ１ｋ、中間転写ベルトＢ、および、２次転
写器Ｔ２等により、実施例１の転写装置Ｔ１＋Ｔ２＋Ｂが構成されており、像保持体ＰＲ
ｙ～ＰＲｋ、前記現像装置Ｇｙ～Ｇｋ、前記転写装置Ｔ１＋Ｔ２＋Ｂ等により実施例１の
画像記録装置（ＰＲｙ～ＰＲｋ＋Ｇｙ～Ｇｋ＋Ｔ１＋Ｔ２＋Ｂ）が構成されている。
【００２１】
　前記可視像形成装置Ｕｙ～Ｕｋの下方には、ガイド部材の一例としての左右一対のガイ
ドレールＧＲが４段設けられており、前記ガイドレールＧＲには、給紙トレイＴＲ１～Ｔ
Ｒ４が前後方向に出入可能に支持されている。前記給紙トレイＴＲ１～ＴＲ４に収容され
たシートＳは、媒体取出し部材の一例としてのピックアップロールＲｐにより取り出され
、媒体捌き部材の一例としてのさばきロールＲｓにより１枚ずつ分離される。そして、シ
ートＳは、媒体搬送路の一例であるシート搬送路ＳＨに沿って媒体搬送部材の一例として
の複数の搬送ロールＲａにより搬送され、２次転写領域Ｑ４のシート搬送方向上流側に配
置された転写領域搬送時期調節部材の一例としてのレジロールＲrに送られる。前記シー
ト搬送路ＳＨ、シート搬送ロールＲａ、レジロールＲｒ等によりシート搬送装置ＳＨ＋Ｒ
ａ＋Ｒｒが構成されている。
【００２２】
　レジロールＲｒは、前記中間転写ベルトＢに形成されたトナー像が２次転写領域Ｑ４に
搬送されるのに時期を合わせて、前記シートＳを２次転写領域Ｑ４に搬送する。シートＳ
が前記２次転写領域Ｑ４を通過する際、前記バックアップロールＴ２aは接地され、２次
転写器Ｔ２ｂには前記制御部Ｃにより制御される電源回路Ｅからトナーの帯電極性と逆極
性の２次転写電圧が印加される。このとき、前記中間転写ベルトＢ上のトナー像は、前記
２次転写器Ｔ２によりシートＳに転写される。
　２次転写後の前記中間転写ベルトＢは、中間転写体清掃器の一例としてのベルトクリー
ナＣＬｂにより清掃される。
【００２３】
　前記トナー像が２次転写されたシートＳは、定着装置Ｆの加熱用定着部材の一例として
の加熱ロールＦｈおよび加圧用定着部材の一例としての加圧ロールＦｐの圧接領域である
定着領域Ｑ５に搬送され、前記定着領域を通過する際に加熱定着される。加熱定着された
シートＳは、媒体排出部材の一例としての排出ロールＲｈから媒体排出部の一例としての
排紙トレイＴＲｈに排出される。
　なお、前記加熱ロールＦｈ表面には、シートＳの前記加熱ロールからの離型性を良くす
るための離型剤が離型剤塗布装置Ｆaにより塗布されている。
【００２４】
　前記ベルトモジュールＢＭの上方にはイエローＹ，マゼンタＭ，シアンＣ，黒Ｋの各現
像剤を収容する現像剤収容容器の一例としてのトナーカートリッジＫｙ，Ｋｍ，Ｋｃ，Ｋ
ｋが配置されている。各トナーカートリッジＫｙ，Ｋｍ，Ｋｃ，Ｋｋに収容された現像剤
は、前記現像装置Ｇｙ，Ｇｍ，Ｇｃ，Ｇｋの現像剤の消費に応じて、図示しない現像剤補
給路から前記各現像装置Ｇｙ，Ｇｍ，Ｇｃ，Ｇｋに補給される。なお、実施例１では、前
記現像剤として、磁性のキャリアと、外添剤が付与されたトナーとを含む二成分現像剤に
より構成されている。
【００２５】
　図２において、前記複写機Ｕは上側枠体ＵＦと下側枠体ＬＦとを有しており、上側枠体
ＵＦには、前記可視像形成装置Ｕｙ～Ｕｋおよび可視像形成装置Ｕｙ～Ｕｋよりも上方に
配置された部材、すなわち、ベルトモジュールＢＭ等が支持されている。
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　また、下側枠体ＬＦには、前記給紙トレイＴＲ１～ＴＲ４を支持するガイドレールＧＲ
および前記各トレイＴＲ１～ＴＲ３から給紙を行う前記給紙部材、すなわち、ピックアッ
プロールＲｐ，さばきロールＲｓ，シート搬送ロールＲa等が支持されている。
【００２６】
（画像読取部Ｕ２ａの説明）
　図３は本発明の実施例１の自動原稿搬送装置が開放位置に移動した状態の説明図である
。
　図４は本発明の実施例１の照射系ユニットの要部説明図である。
　図２～図４において、実施例１の画像形成装置本体Ｕ２の上面には、開口の一例として
、ガラス支持口１が形成されている。ガラス支持口１の左部には、仕切り部の一例として
、前後方向に延びるガイド支持部２が形成されている。よって、ガラス支持口１は、ガイ
ド支持部２により、左端側の前後方向に延びる長方形状の自動原稿読取口１ａと、右側の
最大サイズの原稿よりも大きな四角形状の手動原稿読取口１ｂとに仕切られている。
【００２７】
　自動原稿読取口１ａには、自動側の光透過部材の一例として、ガラス製の自動原稿読取
面３が支持され、手動原稿読取口１ｂには、手動側の光透過部材の一例として、ガラス製
の手動原稿読取面４が支持されている。なお、実施例１では、自動原稿読取面３と手動原
稿読取面４とにより、前記原稿読取面ＰＧが構成されている。
　また、ガイド支持部２には、画像形成装置本体Ｕ２側の原稿支持案内部材の一例として
、左端の高さが自動原稿読取面３の上面の高さよりも低く設定され且つ右側に進むに連れ
て上方に傾斜する下原稿ガイド６が支持されている。
【００２８】
　図２において、原稿読取面ＰＧの下方の空間Ｖには、読み取り部の一例としての画像読
取部７が配置されている。画像読取部７は、原稿読取面ＰＧの下面に対向して配置され且
つ原稿読取面ＰＧの下面に沿って左右方向に移動可能に支持された照射系ユニット８と、
照射系ユニット８の左方に配置され且つ照射系ユニット８の移動に連動して左右方向に移
動可能に支持された反射ユニット９と、反射ユニット９の右方に配置された結像部材１０
と、結像部材１０の右方に配置された前記固体撮像素子ＣＣＤとを有する。
【００２９】
　照射系ユニット８は、光源装置の一例として照射光を原稿Ｇｉに照射する照射ランプ１
１を有する。照射ランプ１１の左方には、照射ランプ１１からの照射光を原稿読取面ＰＧ
上の原稿Ｇｉに向けて反射する照明反射板１２が支持されている。照射ランプ１１と照明
反射板１２の間には、原稿Ｇｉから反射された反射光を左方に向けて反射する反射光反射
板１３が支持されている。
　反射ユニット９は、反射光反射板１３の左方に配置され且つ反射光反射板１３からの反
射光を下方に向けて反射する第１の反射板１４と、第１の反射板１４の下方に配置され且
つ第１の反射板１４からの反射光を右方に向けて反射する第２の反射板１６とを有する。
【００３０】
　また、前記結像部材１０は、第２の反射板１６の右方に配置されており、第２の反射板
１６からの光を集光する。結像部材１０の右方に配置された前記固体撮像素子ＣＣＤは、
結像部材１０で集光された光を撮像する。空間Ｖの左上部には、ユニット位置検出部材の
一例として、前記照射系ユニット８の位置を検出する照射系レジセンサＳｐが配置されて
いる。なお、実施例１では、結像部材１０、反射光反射板１３、第１の反射板１４、およ
び、第２の反射板１６により前記露光光学系Ａが構成されている。
【００３１】
　したがって、実施例１の画像読取部７では、自動原稿搬送装置Ｕ１を使用して原稿Ｇｉ
を搬送しながら読み取る自動読取動作時には、照射系ユニット８が照射系レジセンサＳｐ
で検出される基準位置、いわゆる、ホームポジションに照射系ユニット８、反射ユニット
９が保持されている。よって、前記照明反射板１２の上方である前記自動原稿読取面３上
の原稿読取位置Ｐｒを通過する原稿Ｇｉに対して、前記照射ランプ１１、および、照明反
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射板１２から光が照射され、露光光学系Ａを介して、固体撮像素子ＣＣＤで原稿Ｇｉの画
像が読み取られる。
　また、手動原稿読取面４上に手動で置かれた原稿Ｇｉを読み取る手動読取動作時には、
照射系ユニット８、反射ユニット９が連動して左方から右方に移動して、前記手動原稿読
取面４上の原稿Ｇｉの画像が読み取られる。
【００３２】
（自動原稿搬送装置Ｕ１の説明）
　前記画像形成装置本体Ｕ２の上面の後端には、蝶番いわゆるヒンジ２１を介して、前記
自動原稿搬送装置Ｕ１が回転可能に支持されている。実施例１では、図２に示すように前
記原稿読取面ＰＧの上面に自動原稿搬送装置Ｕ１の下面が対向して、原稿Ｇｉの読み取り
が行われる読取実行位置と、図３に示すように自動原稿搬送装置Ｕ１の下面が原稿読取面
ＰＧから離間する離間位置との間で自動原稿搬送装置Ｕ１が移動可能に構成されている。
【００３３】
　図２において、自動原稿搬送装置Ｕ１の左部には、前記原稿給紙部ＴＧ１の左端部を回
転可能に支持する搬送路収容部２２を有する。搬送路収容部２２の内部には、原稿給紙部
ＴＧ１の左端に上流端が接続され、原稿給紙部ＴＧ１からの原稿Ｇｉが搬送される搬送路
の一例としての原稿搬送路２３が形成されている。実施例１の原稿搬送路２３は、右上方
から右下方に向けて略Ｕ字状に延びる形状に形成されている。
　原稿搬送路２３の原稿搬送方向上流端部には、原稿給紙部ＴＧ１上に置かれた原稿Ｇｉ
を検知する原稿検知部材の一例としての原稿検知センサＳＮ１が支持されている。また、
原稿搬送路２３の原稿搬送方向上流端部には、原稿給紙部ＴＧ１の原稿Ｇｉを送り出す原
稿給紙部材の一例としての原稿ピックアップロール２４が配置されている。原稿ピックア
ップロール２４の原稿搬送方向下流側には、原稿ピックアップロール２４により送り出さ
れた原稿Ｇｉを原稿搬送方向下流側に搬送する原稿搬送部材の一例としての複数の原稿搬
送ロール２６が配置されている。
【００３４】
　また、原稿搬送路２３には、前記自動原稿読取面３に対向する位置に、読取案内部材の
一例として、略円弧状の読取ガイド２７が形成されている。読取ガイド２７の原稿搬送方
向上流側には、原稿搬送路２３を搬送される原稿Ｇｉが自動原稿読取面３に向けて搬出さ
れる搬出口２７ａが形成され、読取ガイド２７の原稿搬送方向下流側には、自動原稿読取
面３を通過して下原稿ガイド６に案内された原稿Ｇｉが原稿搬送路２３内に再搬入される
搬入口２７ｂが形成されている。
　読取ガイド２７の外表面には、ホームポジションにおける反射光反射板１３の上方の位
置に、反射部材の一例として、前後方向に延びる板状のガイド反射板２８が支持されてい
る。実施例１のガイド反射板２８は、前記照射ランプ１１からの照射光を反射光反射板１
３に向けて反射するように予め設定された角度分傾斜した状態で支持されている。
【００３５】
　また、原稿搬送路２３の原稿搬送方向下流端部には、原稿Ｇｉを前記原稿排紙部ＴＧ２
に排出する原稿排出部材の一例としての原稿排出ロール２９が配置されている。
　前記自動原稿搬送装置Ｕ１、前記露光光学系Ａ、前記固体撮像素子ＣＣＤ、および、前
記画像情報変換部ＩＰＳ等により実施例１の画像読取装置の一例としてのスキャナＵ３が
構成されている。
【００３６】
（実施例１の制御部の説明）
　図５は本発明の実施例１の画像形成装置の制御部が備えている各機能をブロック図で示
した図である。
　図５において、前記制御部Ｃは、外部との信号の入出力および入出力信号レベルの調節
等を行う入出力信号調節部の一例としての入出力インターフェース、いわゆる、Ｉ／Ｏ、
必要な処理を実行するためのプログラムおよびデータ等が記憶されたリードオンリーメモ
リ、いわゆる、ＲＯＭ、必要なデータを一時的に記憶するためのランダムアクセスメモリ
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、いわゆる、ＲＡＭ、前記ＲＯＭに記憶されたプログラムに応じた処理を行う中央演算処
理装置、いわゆる、ＣＰＵ、ならびにクロック発振器等を有する計算機の一例としてのコ
ンピュータにより構成されており、前記ＲＯＭに記憶されたプログラムを実行することに
より種々の機能を実現することができる。
【００３７】
（制御部Ｃに接続された信号出力要素）
　前記制御部Ｃには、次の信号出力要素ＵＩ，ＳＮ１，Ｓｐ，ＣＣＤ等の出力信号が入力
されている。
ＵＩ：ユーザインタフェース
　ユーザインタフェースＵＩは、コピー開始釦ＵＩａ、矢印釦等の入力釦ＵＩｂ、および
、表示部ＵＩｃ等を有し、各釦の入力を検出して、これらの検出信号を制御部Ｃに入力す
る。
ＳＮ１：原稿検知センサ
　原稿検知センサＳＮ１は、原稿給紙部ＴＧ１上に置かれた原稿Ｇｉを検知し、その検知
信号を前記制御部Ｃに入力する。
【００３８】
Ｓｐ：照射系レジセンサ
　照射系レジセンサＳｐは、照射系ユニット８の有無を検出し、その検出信号を制御部Ｃ
に入力する。
ＣＣＤ：固体撮像素子
　固体撮像素子ＣＣＤは、原稿読み取り面ＰＧの原稿Ｇｉからの反射光やガイド反射板２
８からの反射光を受光して、原稿Ｇｉの画像の濃度に対応する受光量に応じた電気信号に
変換する。
【００３９】
（制御部Ｃに接続された被制御要素）
　制御部Ｃは、次の被制御要素Ｄ１～Ｄ３，Ｅの制御信号を出力している。
Ｄ１：メインモータ駆動回路
　主駆動源駆動回路の一例としてのメインモータ駆動回路Ｄ１は、主駆動源の一例として
のメインモータＭ１を駆動することにより、駆動力伝達部材の一例としてのギアを介して
像保持体ＰＲｙ～ＰＲｋ、現像装置Ｇｙ～Ｇｋの現像ロールＲ０ｙ～Ｒ０ｋ、定着装置Ｆ
の加熱ロールＦｈ、シート搬送ロールＲａ等を回転駆動する。
【００４０】
Ｄ２：搬送ロール駆動回路
　搬送部材駆動回路の一例としての搬送ロール駆動回路Ｄ２は、原稿搬送用の駆動源の一
例としての搬送ロールモータＭ２を駆動することにより、原稿搬送路２３に配置された原
稿ピックアップロール２４や原稿搬送ロール２６を回転駆動する。
Ｄ３：スキャン駆動回路
　走査駆動回路の一例としてのスキャン駆動回路Ｄ３は、走査駆動源の一例としてのスキ
ャンモータＭ３を駆動することにより、図示しないギア等を介して、前記照射系ユニット
８と、反射ユニット９とを原稿読取面ＰＧの下面に沿って左右方向に移動する。
【００４１】
Ｅ：電源回路
　電源回路Ｅは、現像用電源回路Ｅ１、帯電用電源回路Ｅ２、転写ロール用電源回路Ｅ３
と定着用電源回路Ｅ４とを有している。
Ｅ１：現像用電源回路
　現像用電源回路Ｅ１は、現像装置Ｇｙ～Ｇｋの現像ロールＲ０ｙ～Ｒ０ｋに現像電圧を
印加する。
Ｅ２：帯電用電源回路
　帯電用電源回路Ｅ２は、帯電器ＣＲｙ～ＣＲｋに帯電電圧を印加する。
Ｅ３：転写用電源回路
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　転写用電源回路Ｅ３は、転写装置Ｔ１＋Ｔ２＋Ｂの１次転写器Ｔ１ｙ～Ｔ１ｋおよび２
次転写ロールＴ２ｂに転写電圧を印加する。
Ｅ４：定着用電源回路
　定着用電源回路Ｅ４は、定着装置Ｆの加熱ロールＦｈの加熱部材の一例としてのヒータ
に加熱用の電力を印加する。
【００４２】
（制御部Ｃの機能）
　前記制御部Ｃは、各信号出力要素ＵＩ，ＳＮ１，Ｓｐ，ＣＣＤ等の出力信号に応じて各
被制御要素Ｄ１～Ｄ３，Ｅの動作を制御するためのプログラムにより、次の機能実現手段
を有している。
Ｃ１：ジョブ制御手段
　画像形成動作制御手段の一例としてのジョブ制御手段Ｃ１は、コピー開始釦ＵＩａの入
力に応じて、スキャナＵ３、帯電器ＣＲｙ～ＣＲｋ、１次転写器Ｔ１ｙ～Ｔ１ｋ、２次転
写ロールＴ２ｂ、および、定着装置Ｆ等の動作を制御して、画像形成動作の一例としての
ジョブの実行を制御する。
【００４３】
Ｃ２：メインモータ回転制御手段
　主駆動源の回転制御手段の一例としてのメインモータ回転制御手段Ｃ２は、前記メイン
モータ駆動回路Ｄ１を介して、メインモータＭ１の回転を制御して、像保持体ＰＲｙ～Ｐ
Ｒｋ、現像装置Ｇｙ～Ｇｋの現像ロールＲ０ｙ～Ｒ０ｋ、および、定着装置Ｆの加熱ロー
ルＦｈ等の駆動を制御する。
Ｃ３：電源回路制御手段
　電源回路制御手段Ｃ３は、電源回路Ｅの作動を制御して、現像装置Ｇｙ～Ｇｋの現像ロ
ールＲ０ｙ～Ｒ０ｋ、帯電器ＣＲｙ～ＣＲｋ、１次転写器Ｔ１ｙ～Ｔ１ｋ、２次転写ロー
ルＴ２ｂ、および、定着装置Ｆの加熱ロールＦｈのヒータ等への電圧、電流の供給を制御
する。
【００４４】
Ｃ４：スキャナ制御手段
　原稿読取制御手段の一例としてのスキャナ制御手段Ｃ４は、読取動作判別手段Ｃ４Ａ、
ユニット移動速度記憶手段Ｃ４Ｂ、ユニット移動制御手段Ｃ４Ｃ、ユニット位置検出手段
Ｃ４Ｄ、光源制御手段Ｃ４Ｅ、原稿搬送速度記憶手段Ｃ４Ｆ、原稿搬送部材制御手段Ｃ４
Ｇ、および、原稿画像読取手段Ｃ４Ｈを有する。実施例１のスキャナ制御手段Ｃ４は、ス
キャナＵ３を制御して、原稿Ｇｉの画像を読み取る。
【００４５】
Ｃ４Ａ：読取動作判別手段
　読取動作判別手段Ｃ４Ａは、実行される読取動作が「自動読取動作」または「手動読取
動作」のいずれであるかを判別する。実施例１の読取動作判別手段Ｃ４Ａは、コピー開始
釦ＵＩａの入力時に前記原稿検知センサＳＮ１から取得された検知信号に基づいて、原稿
給紙部ＴＧ１上に原稿Ｇｉが検知されると、「自動読取動作」を実行するものと判別する
。また、原稿検知センサＳＮ１により原稿給紙部ＴＧ１上に原稿Ｇｉが無いと検知される
と、「手動読取動作」を実行するものと判別する。
【００４６】
Ｃ４Ｂ：ユニット移動速度記憶手段
　ユニット移動速度記憶手段Ｃ４Ｂは、照射系ユニット８、および、反射ユニット９を左
方から右方に移動させる速度としてのユニット移動速度ＶＳを記憶する。
Ｃ４Ｃ：ユニット移動制御手段
　ユニット移動制御手段Ｃ４Ｃは、スキャンモータＭ３を制御して、照射系ユニット８、
および、反射ユニット９を原稿読取面ＰＧの下面に沿って左右方向に移動させる。実施例
１のユニット移動制御手段Ｃ４Ｃは、複写機Ｕの電源オン時、または、省電力動作時から
の復帰時に、照射系ユニット８、および、反射ユニット９をホームポジションに移動させ
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る。そして、「自動読取動作」が実行された場合には、照射系ユニット８、および、反射
ユニット９をホームポジションで保持させ、「手動読取動作」が実行された場合には、手
動原稿読取面４上に置かれた原稿Ｇｉの下面に対向して、右方向に照射系ユニット８、お
よび、反射ユニット９を前記ユニット移動速度記憶手段Ｃ４Ｂに記憶されたユニット移動
速度ＶＳで左方から右方に移動させる。
【００４７】
Ｃ４Ｄ：ユニット位置検出手段
　ユニット位置検出手段Ｃ４Ｄは、照射系ユニット８、および、反射ユニット９の位置を
検出する。実施例１のユニット位置検出手段Ｃ４Ｄは、前記照射系レジセンサＳｐから取
得された検出信号に基づいて、照射系ユニット８が前記ホームポジションに移動したか否
かを検出する。
Ｃ４Ｅ：光源制御手段
　光源制御手段Ｃ４Ｅは、前記照射ランプ１１の作動、作動停止を制御して、照射光の照
射を制御する。実施例１の光源制御手段Ｃ４Ｅは、ジョブ開始時に照射ランプ１１を作動
させ、ジョブ終了時に作動停止させる。
【００４８】
Ｃ４Ｆ：原稿搬送速度記憶手段
　原稿搬送速度記憶手段Ｃ４Ｆは、原稿搬送路２３における原稿Ｇｉを搬送する速度とし
ての原稿搬送速度Ｖ１を記憶する。
Ｃ４Ｇ：原稿搬送部材制御手段
　原稿搬送部材制御手段Ｃ４Ｇは、搬送ロールモータＭ２を制御して、原稿ピックアップ
ロール２４や、原稿搬送ロール２６の回転を制御する。実施例１の原稿搬送部材制御手段
Ｃ４Ｇは、「自動読取動作」が実行された場合に、前記原稿搬送部材制御手段Ｃ４Ｆに記
憶された原稿搬送速度Ｖ１に対応する原稿搬送ロール２６の回転速度で原稿搬送ロール２
６を回転させる。
【００４９】
Ｃ４Ｈ：原稿画像読取手段
　原稿読取手段Ｃ４Ｈは、スキャナＵ３により原稿Ｇｉの画像を読み取る。実施例１の原
稿画像読取手段Ｃ４Ｈは、前記固体撮像素子ＣＣＤからの信号に基づいて原稿Ｇｉの画像
を読み取る。したがって、「自動読取動作」が実行される場合、原稿ピックアップロール
２４と原稿搬送ロール２６により、原稿給紙部ＴＧ１から送られて自動原稿読取面３上の
前記原稿読取位置Ｐｒを通過する原稿Ｇｉの画像が固体撮像素子ＣＣＤで読み取られる。
また、「手動読取動作」が実行される場合、手動原稿読取面４上に置かれた原稿Ｇｉの下
面に沿って、照射系ユニット８および反射ユニット９が左方から右方に移動されて、原稿
Ｇｉの画像が固体撮像素子ＣＣＤで読み取られる。
【００５０】
Ｃ５：自動原稿サイズ検出手段
　自動原稿サイズ検出手段Ｃ５は、原稿搬送速度取得手段Ｃ５Ａ、原稿端判別手段Ｃ５Ｂ
、原稿通過時間計時手段Ｃ５Ｃ、原稿長演算手段Ｃ５Ｄ、および、原稿幅演算手段Ｃ５Ｅ
を有し、前記固体撮像素子ＣＣＤからの信号に基づいて原稿Ｇｉの原稿搬送方向の長さと
しての原稿長Ｌ１を検出する。また、実施例１の自動原稿サイズ検出手段Ｃ５は、原稿読
取位置Ｐｒを通過する原稿幅方向の両端を検出することで原稿幅Ｌ２も検出して、検出さ
れた原稿長Ｌ１および原稿幅Ｌ２からなる原稿サイズを検出する。
【００５１】
Ｃ５Ａ：原稿搬送速度取得手段
　原稿搬送速度取得手段Ｃ５Ａは、前記原稿搬送速度記憶手段Ｃ４Ｆに記憶された前記原
稿搬送速度Ｖ１を取得する。
【００５２】
Ｃ５Ｂ：原稿端判別手段
　原稿端判別手段Ｃ５Ｂは、固体撮像素子ＣＣＤが受光する光量に基づいて原稿Ｇｉの端
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を判別する。実施例１の原稿端判別手段Ｃ５Ｂは、「自動読取動作」が実行された際に、
ジョブ開始時、すなわち、原稿Ｇｉが原稿読取位置Ｐｒに存在しない状態におけるガイド
反射板２８からの反射光の光量と、原稿読取位置Ｐｒに差し掛かった原稿Ｇｉからの反射
光の光量とに基づいて、原稿Ｇｉの端を判別する。ここで、原稿Ｇｉは、紙の繊維等に起
因する表面の微小な凹凸や原稿Ｇｉの端の段差等により、照射ランプ１１からの照射光が
乱反射され易く、原稿Ｇｉで反射され反射光反射板１３に到達して固体撮像素子ＣＣＤで
検出される光量は、反射板２８で反射され反射光反射板１３に到達して固体撮像素子ＣＣ
Ｄで検出される光量に比べて少なくなる。
【００５３】
　したがって、原稿Ｇｉからの反射光量より大きく且つ反射板２８からの反射光量よりも
小さな値を、実験等に基づいて基準光量として設定、記憶しておき、固体撮像素子ＣＣＤ
の各画素で受光した総光量の値が基準光量よりも大きい場合には、原稿読取位置Ｐｒに原
稿Ｇｉが存在しないと判別し、受光した総光量の値が基準光量よりも小さい場合には、原
稿Ｇｉが原稿読取位置Ｐｒに存在すると判別することが可能である。
　よって、実施例１の原稿端判別手段Ｃ５Ｂは、原稿Ｇｉが存在しない状態から存在する
状態に変化すると、原稿Ｇｉの原稿搬送方向前端が原稿読取位置Ｐｒを通過したと判別す
る。そして、原稿Ｇｉが存在する状態から存在しない状態に変化すると、原稿Ｇｉの原稿
搬送方向後端が原稿読取位置Ｐｒを通過したと判別する。
　また、実施例１の原稿端判別手段Ｃ５Ｂは、原稿読取位置Ｐｒを通過中の原稿Ｇｉにつ
いて、原稿Ｇｉの幅方向に対して、原稿Ｇｉが存在する画素から存在しない画素に変化す
る位置を幅方向の端として判別する。
【００５４】
Ｃ５Ｃ：原稿通過時間計時手段
　原稿通過時間計時手段Ｃ５Ｃは、原稿搬送路２３を搬送される原稿Ｇｉが原稿読取位置
Ｐｒを通過するのに要する時間としての原稿通過時間ｔ１を計時する。実施例１の原稿通
過時間計時手段Ｃ５Ｃは、「自動読取動作」が実行された場合に、前記原稿端判別手段Ｃ
５Ｂにより原稿Ｇｉの原稿搬送方向前端が原稿読取位置Ｐｒを通過したと判別されると、
原稿通過時間ｔ１の計時を開始し、原稿Ｇｉの原稿搬送方向後端が原稿読取位置Ｐｒを通
過したと判別されると、原稿通過時間ｔ１の計時を終了する。
【００５５】
Ｃ５Ｄ：原稿長演算手段
　原稿長演算手段Ｃ５Ｄは、前記原稿搬送速度Ｖ１と、前記原稿通過時間ｔ１とに基づい
て、原稿Ｇｉの原稿搬送方向の長さである原稿長Ｌ１を演算する。実施例１の原稿長演算
手段Ｃ５Ｄは、「自動読取動作」が実行された場合に、前記原稿搬送速度取得手段Ｃ５Ａ
により取得された前記原稿搬送速度Ｖ１と、前記原稿通過時間計時手段Ｃ５Ｃにより計時
された前記原稿通過時間ｔ１とに基づいて、原稿長Ｌ１、すなわち、Ｌ１＝Ｖ１×ｔ１を
演算する。
【００５６】
Ｃ５Ｅ：原稿幅演算手段
　原稿幅演算手段Ｃ５Ｅは、原稿Ｇｉの原稿幅方向の長さである原稿幅Ｌ２を演算する。
実施例１の原稿幅演算手段Ｃ５Ｅは、「自動読取動作」が実行された場合に、前記原稿端
判別手段Ｃ５Ｂにより判別された原稿Ｇｉの原稿幅方向の一端から他端までの固体撮像素
子ＣＣＤの画素の画素数ａと、１つの画素当たりの原稿幅方向の長さｂとに基づいて、原
稿幅Ｌ２、すなわち、Ｌ２＝ａ×ｂを演算する。
【００５７】
Ｃ６：手動原稿サイズ検出手段
　手動原稿サイズ検出手段Ｃ６は、固体撮像素子ＣＣＤからの信号に基づいて、手動原稿
読取面４上に置かれた原稿Ｇｉの原稿サイズを検出する。
　なお、このような、手動原稿読取面４上に置かれた原稿Ｇｉの原稿サイズを検出する技
術は、従来公知であり、例えば、特開２００１－０３６６９５号公報に記載されている構



(13) JP 2012-39316 A 2012.2.23

10

20

30

40

50

成と同様の構成を採用可能であるため、その詳細な説明は省略する。
【００５８】
（実施例１のフローチャートの説明）
　次に、本発明の実施例１の複写機Ｕの処理の流れをフローチャートを使用して説明する
。
（実施例１の原稿サイズ検出処理のフローチャートの説明）
　図６は本発明の実施例１の画像形成装置での原稿サイズ検出処理のフローチャートであ
る。
　図６のフローチャートの各ステップの処理は、複写機ＵのＲＯＭ等に記憶されたプログ
ラムに従って行われる。また、この処理は複写機Ｕの他の各処理と並行して並列処理で実
行される。
　図６に示すフローチャートは複写機Ｕの電源が投入された時に開始される。
【００５９】
　図６のＳＴ１において、コピー開始釦ＵＩａが入力されて、ジョブが開始されたか否か
を判別する。イエス（Ｙ）の場合はＳＴ２に進み、ノー（Ｎ）の場合はＳＴ１を繰り返す
。
　ＳＴ２において、照射系ユニット８および反射ユニット９をホームポジションに移動さ
せる。そして、ＳＴ３に進む。
【００６０】
　ＳＴ３において、原稿検知センサＳＮ１が原稿Ｇｉを検知したか否かを判別する。イエ
ス（Ｙ）の場合はＳＴ４に進み、ノー（Ｎ）の場合はＳＴ１３に進む。
　ＳＴ４において、以下の（１）、（２）の処理を実行し、ＳＴ５に進む。
（１）照射ランプ１１の光照射を開始させる。
（２）固体撮像素子ＣＣＤの撮像を開始させる。
　ＳＴ５において、以下の（１）、（２）の処理を実行し、ＳＴ６に進む。
（１）原稿搬送速度Ｖ１を取得する。
（２）原稿搬送速度Ｖ１に対応する回転速度で原稿搬送ロール２６を回転開始させる。
【００６１】
　ＳＴ６において、固体撮像素子ＣＣＤが原稿Ｇｉの原稿搬送方向前端を検知したか否か
を判別する。イエス（Ｙ）の場合はＳＴ７に進み、ノー（Ｎ）の場合はＳＴ６を繰り返す
。
　ＳＴ７において、以下の（１）、（２）の処理を実行し、ＳＴ８に進む。
（１）原稿通過時間ｔ１の計時を開始する。
（２）原稿Ｇｉの原稿幅方向の端を検出し、原稿Ｇｉの原稿幅方向の一端から他端までの
固体撮像素子ＣＣＤの画素の画素数ａと、１つの画素当たりの原稿幅方向の長さｂとに基
づいて、原稿幅Ｌ２＝ａ×ｂを演算する。
【００６２】
　ＳＴ８において、固体撮像素子ＣＣＤが原稿Ｇｉの原稿搬送方向後端を判別したか否か
を判別する。イエス（Ｙ）の場合はＳＴ９に進み、ノー（Ｎ）の場合はＳＴ８を繰り返す
。
　ＳＴ９において、原稿通過時間ｔ１の計時を終了する。そして、ＳＴ１０に進む。
　ＳＴ１０において、原稿搬送速度Ｖ１と原稿通過時間ｔ１とに基づき、原稿搬送方向の
原稿長Ｌ１＝Ｖ１×ｔ１を演算する。そして、ＳＴ１１に進む。
【００６３】
　ＳＴ１１において、ジョブが終了したか否かを判別する。イエス（Ｙ）の場合はＳＴ１
２に進み、ノー（Ｎ）の場合はＳＴ６に戻る。
　ＳＴ１２において、以下の（１）～（３）の処理を実行し、ＳＴ１に戻る。
（１）照射ランプ１１の光照射を終了させる。
（２）固体撮像素子ＣＣＤの撮像を終了させる。
（３）原稿搬送ロール２６の回転を停止させる。
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　ＳＴ１３において、手動原稿読取面４上に置かれた原稿Ｇｉの原稿サイズを読み取る「
手動読取動作」を実行し、ＳＴ１に戻る。なお、実施例１の「手動読取動作」は、従来公
知の「手動読取動作」と同様であるため、その詳細な説明は省略する。
【００６４】
（実施例１の作用）
　前記構成を備えた実施例１の複写機Ｕでは、コピー開始釦ＵＩａの入力がされた場合に
、原稿給紙部ＴＧ１に原稿Ｇｉが無いと「手動読取動作」が実行されて、原稿給紙部ＴＧ
１に原稿ＴＧ１に原稿Ｇｉがあると、「自動読取動作」が実行される。
　「自動読取動作」が実行されると、照射系ユニット８および反射ユニット９をホームポ
ジションで静止された状態で、照射ランプ１１の光照射が開始される。原稿Ｇｉが原稿読
取位置Ｐｒに到達する前、すなわち、原稿読取位置Ｐｒに原稿Ｇｉが無い状態では、照射
ランプ１１から照射された照射光は、ガイド反射板２８で自動原稿読取面３上の原稿読取
位置Ｐｒに向けて反射される。そして、ガイド反射板２８により反射された反射光は、原
稿読取位置Ｐｒを通過して、反射光反射板１３、第１の反射板１４および第２の反射板１
６を介し、結像部材１０で結像されて、固体撮像素子ＣＣＤで撮像される。
【００６５】
　そして、原稿ピックアップロール２４や原稿搬送ロール２６が駆動すると、原稿Ｇｉが
搬送され、原稿Ｇｉの原稿搬送方向前端が原稿読取位置Ｐｒに搬送されると、照射ランプ
１１から照射された照射光が原稿Ｇｉの下面で反射され、原稿Ｇｉからの反射光は固体撮
像素子ＣＣＤにより撮像される。
【００６６】
　ここで、撮像されたガイド反射板２８からの反射光量と、原稿Ｇｉからの反射光量とを
比較すると、照射ランプ１１からの照射光を反射光反射板１３に向けて反射する角度にガ
イド反射板２８が設置されているのに対して、原稿Ｇｉの表面では紙の繊維等に起因する
表面の凹凸や原稿Ｇｉの端の段差等により照射ランプ１１の照射光を乱反射し易い。した
がって、原稿Ｇｉからの反射光量の方がガイド反射板２８からの反射光量よりも少なくな
る。よって、原稿Ｇｉからの反射光量に基づいて、原稿読取位置Ｐｒにおける原稿Ｇｉの
有無が判別可能である。
　したがって、原稿Ｇｉが無い状態から存在する状態に変化すると、原稿Ｇｉの原稿搬送
方向前端が原稿読取位置Ｐｒを通過したと判別され、原稿Ｇｉが存在する状態から存在し
ない状態に変化すると、原稿Ｇｉの原稿搬送方向後端が原稿読取位置Ｐｒを通過したと判
別される。よって、原稿搬送路２３の原稿読取位置Ｐｒに対応する位置にガイド反射板２
８が配置された実施例１では、ガイド反射板２８を有しない構成に比べて、原稿Ｇｉが存
在しない場合と、存在する場合との光量差、いわゆる、コントラストが大きくなり、原稿
Ｇｉの端の判別が容易になっている。
【００６７】
　ここで、特許文献１および特許文献２の従来の構成では、原稿読取位置Ｐｒに対向して
原稿厚さ方向上方に黒色等に塗装された押圧部を設け、押圧部と、原稿Ｇｉからの反射光
量の違いから原稿Ｇｉの端が判別されている。しかし、押圧部が黒色に塗装された構成で
は、原稿Ｇｉの画像を読み取る画像読取時に、押圧部の黒色が原稿Ｇｉの背景部に写り込
んでしまい、原稿Ｇｉが読み取りにくくなったり、全体が暗くなってしまう恐れがある。
　これに対して、実施例１の複写機Ｕでは、「自動読取動作」が実行された際に、原稿読
取位置Ｐｒにガイド反射板２８が配置されており、特許文献１や特許文献２の黒色等で塗
装された押圧部を設けた構成を「自動読取動作」が実行される構成の読取ガイド２７に適
用した場合に比べて、画像情報が読み取り易くなる。
【００６８】
　また、原稿読取位置Ｐｒに搬送された原稿Ｇｉに対して、読取ガイド２７側から光を照
射する構成として、ガイド反射板２８に替えて光源の一例としてのランプを読取ガイド２
７に設ける構成が考えられる。しかし、原稿Ｇｉの背景側にランプが配置されると、両面
印刷された原稿Ｇｉの画像を読み取る場合に、読み取られる表面の画像に裏面の画像が写
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ってしまう裏写りが悪化する恐れがあった。
　これに対して、実施例１の複写機Ｕでは、読取ガイド２７にランプが設けられておらず
、裏写りの悪化を防止することが可能である。
【００６９】
　特許文献３には、原稿（Ａ）を押す原稿圧接面（２ａ）に、照明部材（３）の移動方向
に沿って、Ａ４サイズの原稿（Ａ）の端とＢ４サイズの原稿（Ａ）の端との間の位置と、
Ｂ４サイズの原稿（Ａ）の端とＡ３サイズの原稿（Ａ）の端との間の位置とに、四角形状
の反射面（５ｃ）が配置された構成が記載されている。
【００７０】
　ここで、特許文献３記載の構成では、原稿（Ａ）の原稿サイズを検出する際には、原稿
（Ａ）からの反射光量と、原稿圧接面（２ａ）からの反射光量と、反射面（５ｃ）からの
反射光量とが測定され、比較的光量差の小さい原稿圧接面（２ａ）と、反射面（５ｃ）と
の反射光量差を識別する必要がある。
　また、反射面（５ｃ）が原稿（Ａ）の原稿幅方向中央部のみに配置され、原稿（Ａ）の
原稿幅方向の中央部以外の原稿圧接面（２ａ）も画像読取部材（４）で検出される。よっ
て、反射面（５ｃ）に紙紛やほこり等の異物が付着すると、反射光量差が比較的小さいこ
ともあって、測定不良が発生し易くなる。
【００７１】
　これに対して、本願発明では、原稿読取位置Ｐｒに対応する位置にガイド反射板２８が
配置されており、比較的光量差の大きな原稿Ｇｉと、ガイド反射板２８との光量の違いに
基づいて、原稿Ｇｉの原稿サイズの判別が可能になっている。
　また、原稿Ｇｉの原稿幅方向全域にガイド反射板２８が設けられており、一部に異物が
付着しても、測定不良が発生し難くなっている。
　さらに、特許文献３記載の構成では、反射面（５ｃ）に対応した位置で原稿（Ａ）の有
無がＡ４サイズ、Ｂ４サイズ、および、Ａ３サイズのように離散的に判別されるだけで、
原稿（Ａ）の原稿長および原稿幅が連続的に検出されなかったが、原稿Ｇｉの原稿幅方向
全域に対応するガイド反射板２８により連続的に原稿Ｇｉの原稿長Ｌ１および原稿幅Ｌ２

の検出が可能であるため、不定形の原稿Ｇｉにも対応する原稿サイズの検出が可能である
。
【００７２】
　図７は画像読取装置の要部説明図であり、図７Ａは実施例１の原稿読取位置に対して原
稿搬送方向下流側に光源装置が配置された画像読取装置の要部説明図であり、図７Ｂは原
稿読取位置に対して原稿搬送方向上流側に光源装置が配置された画像読取装置の要部説明
図である。
　図７Ａにおいて、実施例１では、原稿読取位置Ｐｒに対して原稿搬送方向下流側に照射
ランプ１１が配置されており、照射ランプ１１からの照射光に対応して、ガイド反射板２
８が配置されている。したがって、原稿Ｇｉの原稿搬送方向前端が原稿読取位置Ｐｒに到
達した時に、原稿Ｇｉの原稿搬送方向前端がガイド反射板２８で反射された照射光を遮断
する。よって、ガイド反射板２８からの反射光が固体撮像素子ＣＣＤで撮像されなくなり
、原稿Ｇｉの原稿搬送方向前端が原稿読取位置Ｐｒに到達したことが検知される。
【００７３】
　これに対して、図７Ｂに示すように、原稿読取位置Ｐｒに対して原稿搬送方向上流側に
光源装置の一例としてのランプ０１を配置し、ランプ０１からの照射光に対応して反射板
０２を配置した場合には、原稿Ｇｉの原稿搬送方向前端が原稿読取位置Ｐｒに到達する前
に、原稿Ｇｉの原稿搬送方向前端がランプ０１からの照射光を遮断してしまう。よって、
原稿Ｇｉの原稿搬送方向前端が原稿読取位置Ｐｒに到達する前に反射板０２からの反射光
が撮像されなくなり、原稿Ｇｉの原稿搬送方向前端が原稿読取位置Ｐｒに到達したことを
正確に検知することが困難である。
　したがって、実施例１の複写機Ｕでは、原稿読取位置Ｐｒに対して原稿搬送方向下流側
に照射ランプ１１が配置されており、原稿読取位置Ｐｒに対して原稿搬送方向上流側にラ
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ンプ０１が配置された構成と比べて、原稿Ｇｉの原稿搬送方向前端が原稿読取位置Ｐｒに
到達したことを正確に検知し易く、原稿Ｇｉの正確な原稿サイズを検出し易くなっている
。
【００７４】
　なお、実施例１では、原稿読取位置Ｐｒを挟んで原稿搬送方向上流側と原稿搬送方向下
流側に、照射ランプ１１と照明反射板１２が配置されており、原稿Ｇｉの原稿読取位置Ｐ
ｒに対応する位置に原稿搬送方向上下流の両側から光が照射される。したがって、片側か
ら光が照射される場合に比べて、原稿Ｇｉの読取画像に影が出ることが低減される。
【００７５】
（変更例）
　以上、本発明の実施例を詳述したが、本発明は、前記実施例に限定されるものではなく
、特許請求の範囲に記載された本発明の要旨の範囲で、種々の変更を行うことが可能であ
る。本発明の変更例（Ｈ01）～（Ｈ08）を下記に例示する。
（Ｈ01）前記実施例において、画像形成装置の一例としての複写機Ｕによる構成を例示し
たが、これに限定されず、ＦＡＸ、あるいはこれら複数の機能を備えた複合機等に適用可
能である。また、電子写真方式の画像形成装置に限定されず、インクジェット記録方式や
サーマルヘッド方式などをはじめリソグラフ等の印刷機等任意の画像形成方式の画像形成
装置に適用可能である。また、多色現像の画像形成装置に限定されず、単色、いわゆるモ
ノクロの画像形成装置により構成することも可能であり、いわゆるタンデム式の画像形成
装置に限定されず、ロータリ式等の画像形成装置にも適用可能である。
【００７６】
（Ｈ02）前記実施例において、照射ランプ１１からの照射光を反射光反射板１３に向けて
反射するようにガイド反射板２８を傾斜させる構成を例示したが、これに限定されず、例
えば、照明反射板１２からの光を反射光反射板１３に向けて反射するようにガイド反射板
２８を傾斜させることも可能である。
（Ｈ03）前記実施例において、「自動読取動作」および「手動読取動作」が実行可能な構
成のスキャナＵ３を例示したが、これに限定されず、例えば、照射系ユニット８および反
射ユニット９をスキャナＵ３に固定させて、「自動読取動作」のみが実行可能なスキャナ
Ｕ３とすることも可能である。
【００７７】
（Ｈ04）前記実施例において、照射ランプ１１にかえて、従来公知の任意の光源を使用可
能であり、例えば、ＬＥＤ光源（ＬＥＤ：Light Emitting Diode）や、特開２００９－２
３９３４号公報等に記載の従来技術である照射光を照射する有機ＥＬ光源（ＥＬ：Electr
o Luminescence）を設けることも可能である。
（Ｈ05）前記実施例において、原稿読取位置Ｐｒに対して、原稿搬送方向下流側に配置さ
れた照射ランプ１１からの照射光を撮像する構成を例示したが、これに限定されない。例
えば、図７Ｂに示されるように原稿読取位置Ｐｒに対して、原稿搬送方向上流側に光源装
置の一例としてのランプ０１を配置することも可能である。このとき、原稿Ｇｉの原稿搬
送方向前端を精度良く検出するために（Ｈ02）の構成を適用したりすることも可能である
。他には図７Ｂに示す構成において、ランプ０１からの照明光が原稿Ｇｉの原稿搬送方向
前端に遮断されてから原稿Ｇｉの原稿搬送方向前端が原稿読取位置Ｐｒに到達するまでに
かかる時間としての原稿到達時間ｔ２を予め実験等で測定しておき、照明光が原稿Ｇｉの
原稿搬送方向前端に遮断されてから原稿到達時間ｔ２が経過した時に、原稿Ｇｉの原稿搬
送方向前端が原稿読取位置Ｐｒに到達したと判別する構成も可能である。
【００７８】
（Ｈ06）前記実施例において、読取ガイド２７に支持されるガイド反射板２８の形状とし
て前後方向に延びる板状の形状を例示したが、これに限定されず、例えば、反射部材の一
例として、読取ガイド２７の外表面を被覆する鏡面状の反射面や、読取ガイド２７の外表
面に対して内側に部分円筒状に凹んで形成された反射面であって、照射ランプ１１からの
照射光を集光して反射光反射板１３に反射する反射面を適用することも可能である。また
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、原稿読取位置Ｐｒに対応して配置された反射部材の原稿搬送方向の長さは、設計や仕様
に応じて任意の長さとすることが可能である。すなわち、原稿Ｇｉの幅を計測する必要が
無ければ、幅方向全域に無くてもよく、原稿幅方向の複数の位置に間隔を開けて配置する
ことも可能である。
（Ｈ07）前記実施例において、照射ランプ１１からの照明光を原稿Ｇｉに向けて反射する
照明反射板１２を有する構成が望ましいが、照明反射板１２を省略した構成も可能である
。
【００７９】
（Ｈ08）前記実施例において、結像部材１０、反射光反射板１３、および、反射ユニット
９により構成された露光光学系Ａを例示したが、これに限定されず、従来公知の任意の構
成を採用可能であり、例えば、反射ユニット９とは使用される反射部材の数や形状が異な
る任意の構成の反射ユニットを適用することも可能である。すなわち、実施例１では、ガ
イド反射板２８は、露光光学系Ａを介して、固体撮像素子ＣＣＤに向けて間接的に光を反
射する構成としたが、固体撮像素子ＣＣＤに向けて直接光を反射する構成とすることも可
能である。
【符号の説明】
【００８０】
７…読み取り部、１１…光源装置、２３…搬送路、２８…反射部材、Ｃ５Ｂ…原稿端判別
手段、ＣＣＤ…受光素子、Ｇｉ…原稿、ＰＧ…光透過部材、Ｐｒ…原稿読取位置、ＰＲｙ
～ＰＲｋ＋Ｇｙ～Ｇｋ＋Ｔ１＋Ｔ２＋Ｂ…画像記録装置、Ｓ…媒体、Ｕ…画像形成装置、
Ｕ３…画像読取装置。

【図１】 【図２】



(18) JP 2012-39316 A 2012.2.23

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(19) JP 2012-39316 A 2012.2.23

【図７】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

